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令和４年度一橋大学附属図書館企画展示

[前期] ＊貴重書を展示します

2022年11月15日(火)－30日(水)

開室時間 12:00－17:00 ／ 土･日･祝日は閉室

※ただし一橋祭期間中は開室

18日(金)･19日(土) 10:00－17:00
20日(日) 10:00－16:00

[後期]

2022年12月2日(金)－23日(金)

開室時間 10:00－17:00 ／ 土･日･祝日は閉室

会期

図書館展示室（時計台棟１階）会場

https://www.lib.hit-u.ac.jp/about/tenji/kikaku/kikaku2022/
期間 12月2日(金)－（予定）

Web展示

一橋大学附属図書館

〒186-8602 東京都国立市中2-1 TEL: 042-580-8240

E-MAIL: lib-tenji-wg@ad.hit-u.ac.jp

お問い合わせ

Yomoccaコーナー（図書館本館１階）で関連図書を展示します。貸出もできます。
ブクログ「一橋大学附属図書館（小展示）の本棚」からもご覧になれます。

期間 11月21日(月)－12月26日(月)（予定）

関連企画

Web展示

ブクログ
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朝日新聞クロスサーチ(旧聞蔵 II ビジュアル)のうち
朝日新聞縮刷版 「戦前の外地版」

朝日新聞社が1935年～1945年に台湾,朝鮮,中国,旧満州(中国東北部)の読者向け

に発行していた「外地版」をデジタル化(紙面イメージPDF)したものを収録。

・・・トライアル期間：2022/11/1～2023/1/31・・・

ProQuest Global Newsstream -2022/12/2

EBSCO eBook collection -2022/12/29

De Gruyter SDGs eBook collection -2022/12/31

APA PsycInfo / APA PsycArticles / APA PsycTherapy / APA PsycBooks -2022/12/31

Oxford Scholarship Online -2023/1/31 詳しくはBELL no.222をみてください⇒

以下のデータベースもトライアル中です。ぜひご利用ください。

■■■■■■

■■■■■■

※キャンパス外アクセス可

電子リソーストライアルのお知らせ

パワーポイントのデザイン「テーマ」は変更しないでください。
他の記事との統合ができなくなります。

②10/26開催セミナーの報告

②貴重資料担当

③雑誌担当

パワーポイントのデザイン「テーマ」は変更しないでください。
他の記事との統合ができなくなります。

②10/26開催セミナーの報告

②貴重資料担当

西洋社会科学古典資料セミナーをオンラインで開催しました

一橋大学社会科学古典資料センターは、西洋社会科学古典資料に関する研究法や書誌学、保存管理につ
いて学ぶ「西洋社会科学古典資料セミナー」を、10月26日にオンラインで開催しました。

このセミナーは、コロナ禍のため開催を見合わせている「西洋社会科学古典資料講習会」に代えて、新
たに、講義科目に限定した半日間の短縮プログラムとして企画したものです。西洋古典資料について学べ
る数少ない機会として、大学図書館をはじめ国立国会図書館や学校図書館、美術館、博物館、アーカイブ
ズ等の職員、研究者、学生、西洋古典製本関係者など幅広い層から154名のライブ参加がありました。

セミナーでは｢書誌学｣｢資料保存・管理｣の分野について3名の講師による講義が行われました。｢書誌
学｣では、まず髙野彰元跡見学園女子大学教授から「西洋古典籍書誌の基礎知識」と題し、写本と刊本の
特徴と移り変わり、折丁に関する用語などを解説いただきました。続いて、雪嶋宏一早稲田大学教授より、
15～16世紀の印刷本のデータベースの紹介と、それらがどのように作られ、活用されているか、図書館
員がどのような点に注意してデータと向き合うべきかなどを講義していただきました。｢資料保存・管理｣
では、(株）明治クリックスの井上桃子課長より、IPM（総合的有害生物管理）の考えに基づいたカビ対策に
ついて、具体的な事例も踏まえながらお話しいただきました。

講義後の質疑応答では、｢折丁記号一覧やウォーターマークが使われた年代｣｢推測情報はデータベース
に記載すべきか｣｢資料に使ってよいクリーニング用品の基準｣など多くの質問が寄せられ、参加者の関心
の高さが窺われました。

（左から） 講義する髙野講師、雪嶋講師、井上講師 「西洋古典籍書誌の基礎知識」より


